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は
じ
め
に

　

伊
達
政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
に
つ
い
て
は
、

『
歴
史
館
だ
よ
り　

V
ol.6

』（
平
成
十
一
年

三
月
発
行
）
で
「
伊
達
政
宗
の
母
義
姫
」
と

題
し
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
四
年
に

発
見
さ
れ
た
虎
哉
和
尚
の
手
紙
（
文
禄
三
年

十
一
月
二
十
七
日　

大
有
和
尚
宛　

仙
台
市

博
物
館
保
管
）
を
も
と
に
、
伊
達
家
の
正
史

「
貞
山
公
治
家
記
録
」（
元
禄
十
六
年　

仙
台

市
博
物
館
所
蔵
）
の
義
姫
山
形
出
奔
の
時
期

の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時

に
通
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
「
貞
山
公
治

家
記
録
」
の
信
憑
性
へ
の
疑
問
と
事
件
の
全

面
的
見
直
し
の
必
要
性
を
述
べ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
「
伊
達

政
宗
と
母
義
姫
―
毒
殺
未
遂
事
件
と
弟
殺
害

に
つ
い
て
―
」（『
市
史
せ
ん
だ
い
』V

ol.27

　

仙
台
市
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
と

し
て
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
、
東
京
都
あ
き

る
野
市
横
沢
（
旧
五
日
市
町
）
に
あ
る
真
言

宗
の
古
刹
、大
悲
願
寺
の
伊
達
政
宗
書
状（
写

真
１
）
や
過
去
帳
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、

政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
と
弟
小
次
郎
殺
害
は
、

小
田
原
参
陣
と
い
う
伊
達
家
存
亡
の
重
大
局

面
を
前
に
、
伊
達
家
の
一
本
化
（
兄
弟
争
い

の
根
を
断
ち
切
る
）
を
図
り
、
小
田
原
で
政

宗
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
伊
達
家
が

存
続
で
き
る
よ
う
に
、
政
宗
と
母
が
共
謀
し

た
偽
装
（
狂
言
）
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
た
。

母
に
よ
る
毒
殺
未
遂
事
件
は
な
か
っ
た
し
、

弟
小
次
郎
も
生
き
て
い
た
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。

　

今
回
、
歴
史
館
よ
り
前
回
以
降
の
研
究
成

果
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
寄

稿
す
る
こ
と
に
し
た
。『
市
史
せ
ん
だ
い
』

発
表
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
義
姫
の
名
前
に
つ
い
て
は
「
貞
山

公
治
家
記
録
」
に
拠
っ
て
「
義
姫
」
と
し
て

論
を
進
め
て
い
く
。
一
次
資
料
で
政
宗
の
母

の
名
前
を
確
認
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
当

時
は
「
お
東
」「
お
東
様
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
義
姫
自
身
も
手
紙
に
「
ひ

が
し
（
東
）」
と
署
名
し
て
い
る
。
こ
れ
は
夫
、

伊
達
輝
宗
が
隠
居
後
「
東
」
と
称
し
て
い
た

た
め
だ
ろ
う
（
注
１
）。
こ
れ
に
対
し
政
宗

は
家
督
相
続
前
「
西
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（
注
２
）。
米
沢
城
の
輝
宗
と

政
宗
の
居
所
が
東
西
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
適
宜
「
義
姫
」「
お
東
」
の
呼
び

名
を
使
用
し
て
い
き
た
い
。

（
注
１
）�

天
正
十
二
年
極
月
吉
日　

伊
達
政
宗
宛
伊

達
輝
宗
正
月
行
事　
『
伊
達
家
文
書
』
三
一

九
号
。「
受
心
（
伊
達
輝
宗
）」
と
署
名
し
、

「
東
よ
り
」「
館
（
伊
達
政
宗
）
へ
」
と
あ
る
。

（
注
２
）�（
天
正
十
年
）
五
月
十
一
日
付
で
伊
達
輝
宗

と
同
政
宗
に
宛
て
た
勝
光
寺
正
壽
書
状

（『
伊
達
家
文
書
』
三
一
六
号
・
三
一
七
号
）

を
見
る
と
、輝
宗
宛
書
状
で
は
宛
所
が
「
伊

達
殿　

御
陣
所
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
政

宗
宛
書
状
で
は
宛
所
が
「
伊
達
西
殿　

御

陣
所
」
と
な
っ
て
い
る
。

事
件
を
捏
造
し
た
の
は
政
宗
本
人
で
あ
る

　

松
尾
剛
次
氏
は
著
書
『
最
上
氏
三
代
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
）
の
中
で
、

前
掲
の
『
市
史
せ
ん
だ
い
』
の
拙
論
を
踏
ま

え
「
政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
の
話
は
事
実
で
は

な
い
」「『
貞
山
公
治
家
記
録
』
が
捏
造
し
た

話
で
あ
る
」「
毒
殺
未
遂
事
件
は
伊
達
藩
に

よ
っ
て
捏
造
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
」（
二
六

頁
～
二
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
捏
造
と
は
「
事
実
で
な
い
事
を
事

実
の
よ
う
に
こ
し
ら
え
て
言
う
こ
と
」（『
広

辞
苑
』）
で
あ
る
。
事
件
が
捏
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
捏

造
し
た
の
は
政
宗
本
人
で
あ
り
、
母
義
姫
と

の
共
謀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、

母
に
よ
る
政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
は
な
か
っ
た

し
、
政
宗
に
よ
る
弟
小
次
郎
殺
害
も
な
か
っ

た
。
手
討
ち
に
し
た
こ
と
に
し
て
寺
へ
逃
し

た
（
出
家
さ
せ
た
）
と
考
え
ら
れ
る
。
大
悲

願
寺
の
十
五
代
住
職
秀
雄
が
小
次
郎
本
人
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
事
件
を
捏
造
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
手
掛
か
り
と
な

る
資
料
が
あ
る
。
事
件
直
後
に
政
宗
が
側
近

の
鬼も

庭に
わ
（
後
に
茂
庭
）
石
見
守
綱
元
に
宛
て

た
書
状
で
あ
る
。
全
文
は
「
貞
山
公
治
家
記

録　

付
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
弟
殺
害
の
理
由
を
将
来
内
乱
が
起
こ
る
こ

と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ

ま
り
弟
擁
立
の
芽
を
摘
ん
で
伊
達
家
の
一
本

化
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
弟
を

殺
し
て
は
小
田
原
で
政
宗
に
万
が
一
の
こ
と

（
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
る
切
腹
、
打
首
な
ど
）

が
あ
っ
た
場
合
、
伊
達
家
の
血
統
が
途
絶
え

か
ね
な
い
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
当
時
政
宗
に

続
・
伊
達
政
宗

　
　
　
　
　
毒
殺
未
遂
事
件
の
真
相

佐
藤
憲
一
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（
写
真
１
）
伊
達
政
宗
書
状　
　
　
　

大
悲
願
寺
所
蔵

（
元
和
八
年
力
）
八
月
二
十
一
日　

  

大
悲
願
寺
宛

大
き
さ　

縦
１
８
・
５
㎝　

横
５
２
・
５
㎝

（
追
而
書
）

追
而
、
是
式
ニ
候
へ
共
、
任
折

節
、
小
袖
壱
重
進
候
、

以
上
、

態
以
飛
脚
申
入
候
、

先
度
者
参
、
遂
会

面
本
望
候
、
仍
無
心
之

申
事
候
へ
共
、
御
庭
之

白
萩
一
段
見
事
候
キ
、

所
望
存
候
、
先
日
者
申

兼
候
而
、
罷
過
候
、
預
候
者

可
忝
候
、
猶
期
後
音
候
、

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

�

松
平
陸
奥
守

（
元
和
八
年
力
）

八
月
廿
一
日　
　

政
宗
（
花
押
）

（
大
悲
願
寺
海
誉
力
）

彼�

岸�

寺

　
　
　
　
　

御
同
宿
中

※
伊
達
政
宗
が
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
八
月
、
大
悲
願
寺
を
訪
れ
饗
応
を
受
け
た
と
き
、
庭

に
咲
く
白
萩
の
見
事
さ
に
心
を
奪
わ
れ
、
江
戸
に
帰
っ
て
か
ら
使
者
を
遣
わ
し
て
株
分
け
を

所
望
し
た
手
紙
で
あ
る
。
当
時
の
住
職
海
誉
に
宛
て
た
も
の
。
海
誉
は
十
三
代
住
職
で
、
政

宗
の
弟
と
さ
れ
る
十
五
代
住
職
秀
雄
の
師
で
あ
る
。

は
実
子
が
な
く
、
長
男
の
秀
宗
（
後
の
宇
和

島
藩
主
）
が
誕
生
す
る
の
は
事
件
の
翌
年
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。

血
統
を
絶
や
し
か
ね
な
い
た
っ
た
一
人
の
弟

殺
害
は
考
え
難
い
。

鬼
庭
石
見
守
綱
元
宛
書
状
の
検
討

　

事
件
の
直
後
、
事
件
の
経
緯
を
側
近
の
鬼

庭
綱
元
に
知
ら
せ
た
政
宗
の
書
状
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
偽
書
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、

書
状
が
本
物
で
あ
る
こ
と
は
『
市
史
せ
ん
だ

い
』
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
書
状
が

佐
沼
亘
理
家
（
宮
城
県
登
米
市
迫
町
）
に
伝

来
し
た
綱
元
宛
政
宗
書
状
（
亘
理
家
の
記
録

で
は
一
七
五
通
あ
っ
た
）
の
一
部
で
あ
る
こ

と
は
、松
山
茂
庭
家
（
宮
城
県
大
崎
市
松
山
）

が
江
戸
時
代
に
作
成
し
た
「
貞
山
君
尺
牘
」

（
茂
庭
宣
元
氏
所
蔵
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。「
貞
山
君
尺
牘
」
に
は
佐
沼
亘
理
家

伝
来
の
綱
元
宛
政
宗
書
状
十
五
点
が
写
し
取

ら
れ
て
お
り
、こ
の
書
状
も
入
っ
て
い
る（
写

真
２
）。
な
お
、
こ
の
書
状
の
原
本
は
所
在

不
明
で
あ
る
。

　

書
状
の
中
で
政
宗
は
、
膳
に
毒
を
盛
っ
た

の
は
御
東
（
母
）
と
思
わ
れ
、
皆
が
噂
を
し

て
い
る
よ
う
に
母
が
自
分
に
替
え
て
弟
を
擁

立
し
よ
う
と
企
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
の
ま
ま

弟
が
成
長
す
れ
ば
将
来
、
弟
と
の
間
に
争
い

が
生
じ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
こ
と
、
た
と
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え
争
い
が
生
じ
て
も
自
分
一
人
死
ぬ
こ
と
は

何
で
も
な
い
が
、
そ
う
な
れ
ば
今
は
平
穏
な

洞
（
う
つ
ろ
。
領
内
）
が
又
々
珊
瑚
斑
（
さ

ん
ご
ま
だ
ら
。
内
乱
）
と
な
り
、
家
臣
た
ち

に
苦
労
・
難
儀
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、

こ
の
た
め
可
哀
そ
う
だ
が
止
む
を
得
ず
弟
を

手
討
ち
に
し
た
こ
と
、
こ
の
上
は
母
の
命
に

別
状
が
な
い
よ
う
願
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

を
詳
し
く
打
ち
明
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
最

後
に
「
こ
の
よ
う
な
思
い
（
胸
の
内
）
は
、

誰
に
で
も
話
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
な
た

に
は
話
し
て
お
く
。
し
か
し
、
そ
な
た
の
方

で
斟
酌
し
て
、
よ
い
と
思
う
こ
と
は
世
間
へ

口
説
き
広
め
て
ほ
し
い
」
と
意
味
深
長
な
こ

と
ば
で
締
め
括
っ
て
い
る
。

　

政
宗
が
言
う
兄
弟
対
立
へ
の
危
惧
が
客
観

的
に
ど
れ
程
現
実
味
を
帯
び
、
差
し
迫
っ
て

い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
小
田
原
参
陣
と
い

う
重
大
局
面
を
前
に
し
た
政
宗
の
思
い
過
ご

し
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
内
乱
へ

の
不
安
は
、
伊
達
家
四
代
に
わ
た
る
親
子
相

克
（
十
三
代
尚
宗
と
十
四
代
稙
宗
、
稙
宗
と

十
五
代
晴
宗
、
晴
宗
と
十
六
代
輝
宗
と
の
間

の
親
子
相
克
）
に
見
ら
れ
る
骨
肉
の
争
い
へ

の
警
戒
心
か
ら
来
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
中
で「
平
穏
な
洞
が
又
々
珊
瑚
斑
と
な
る
」

（
傍
線
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
の
が
、
そ
れ

で
あ
る
。

　

弟
殺
害
に
つ
い
て
は
母
と
の
共
謀
が
な
け

（
写
真
２
）
伊
達
政
宗
書
状
（
写
）　 

「
貞
山
君
尺
牘
」（
茂
庭
宣
元
氏
蔵
）
よ
り

年
月
未
詳（
天
正
十
八
年
四
月
カ
）　　

鬼
庭
石
見
守
綱
元
宛

内
々
直
談
、
詳
し
く
物
語
を
も
申
す
ベ
く
候
へ
共
、

人
数
多
、
又
今
に
気
合
し
か
な
く
候
間
、
読
み
分
け

ま
じ
く
候
へ
ど
も
、
文
越
し
候
。
此
度
の
仕
合
せ

ど
も
、
定
め
て
動
転
候
ベ
く
候
。
此
年
月
は
東
（
義
姫
）へ

出
入
り
を
も
止
め
候
事
、
人
々
存
ふ
に
は
、
御
東
に
て

不
覚
の
御
誤
り
も
候
は
ぬ
、
只
々
無
体
に

御
東
を
詰
め
申
し
候
と
ば
か
り
取
沙
汰
あ
る
由
、

か
ね
〴
〵
聞
き
及
び
候
ひ
け
る
。
然
る
と
こ
ろ
に
、
此
頃

打
ち
続
き
御
煩
ひ
の
由
御
意
に
て
候
間
、

こ
の
砌
参
ら
ず
候
は
ゞ
、
い
よ
〳
〵
世
間
に
て
親
子

の
首
尾
を
も
知
ら
ぬ
な
ど
と
の
唱
へ
も
候
へ
ば
如
何

に
て
候
間
、
過
ぎ
し
頃
参
り
御
目
に
か
か
り
候
。
然
る

と
こ
ろ
に
、
此
度
陣
立
ち
の
暇
乞
ひ
に
、
さ
り
と
て
は

参
り
候
へ
か
し
御
意
に
候
間
、
此
度
参
ら
ず
候
へ
ば
、

先
立
て
て
参
り
候
事
も
真
似
事
の
や
う
に
な
り
候
間
、

参
る
べ
き
由
御
返
事
申
し
候
へ
ば
、
さ
ら
ば
箸
を

態
と
御
取
ら
せ
申
し
候
ベ
く
候
由
承
り
候
間
、
と
も
か
く
も
と

申
し
上
げ
参
り
候
へ
ば
、
御
飯
を
下
さ
れ
候
て
、
何
や
ら
ん
虫
に

た
て
あ
い
候
て
、
既
に
命
危
う
く
候
け
る
を
、
か
ね

撥
毒
円
の
医
者
達
取
り
詰
め
て
、
際
限
も

な
く
飲
ま
せ
ら
れ
候
故
か
、
不
思
議
に
助
か
り
候
。

今
に
て
だ
る
く
候
て
、
文
も
書
き
か
ね
候
へ
ど
も
、
さ
て
も
〳
〵

此
の
存
分
ど
も
人
伝
に
は
聞
か
せ
ら
れ
ぬ
事

ど
も
に
候
間
、
我
慢
を
た
て
、
此
の
文
越
し
候
。
又
、
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れ
ば
捏
造
は
困
難
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
人
の

弟
を
実
際
に
殺
し
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う

な
理
由
で
あ
れ
、
母
は
政
宗
を
赦
す
こ
と
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
件
後
の
手
紙
、

そ
し
て
山
形
へ
帰
っ
た
母
と
の
間
で
、
ま
た

最
上
氏
改
易
後
に
仙
台
へ
戻
っ
た
母
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
た
二
人
の
手
紙
を
見
る
限
り
、

親
子
の
情
愛
、
信
頼
は
一
貫
し
て
ゆ
る
ぎ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
と
め

　

結
局
、
こ
の
鬼
庭
綱
元
に
宛
て
た
書
状
が

事
件
を
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
伝
え
る

こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
だ
ろ
う
。
政
宗

自
身
が
語
る
こ
と
で
あ
り
、
誰
も
疑
う
こ
と

が
な
か
っ
た
（
出
来
な
か
っ
た
）。
こ
の
書

状
以
外
に
も
「
貞
山
公
治
家
記
録
」
が
参
考

と
し
た
資
料
に
「
木
村
宇
右
衛
門
覚
書
」（
晩

年
の
政
宗
に
仕
え
た
小
姓
の
一
人
、
木
村
宇

右
衛
門
が
ま
と
め
た
伊
達
政
宗
の
言
行
録
。

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
）
が
あ
る
。
そ
の
中
で

も
政
宗
自
身
事
件
の
経
緯
に
触
れ
、
弟
を
手

討
ち
に
し
た
と
述
懐
し
て
い
る
。「
貞
山
公

治
家
記
録
」
の
編
纂
者
を
含
め
、
誰
も
疑
う

余
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

�

（
伊
達
政
宗
研
究
家
／
元
仙
台
市
博
物
館
館
長
）

虫
気
の
模
様
は
推
も
じ
候
ベ
く
候
。
扨
々
、
か
や
う
に

御
東
御
存
分
に
あ
つ
ふ
か
か
ゝ
り
候
事
、
く
れ
ぐ
れ

浅
ま
し
く
候
て
、
様
々
思
案
候
へ
共
、
身
誤
り

は
覚
へ
ず
候
と
こ
ろ
に
、
一
命
を
一
度
召
し
取
ら
れ

候
事
、
す
ぐ
さ
ま
御
情
け
な
く
候
て
、
い
ろ
〳
〵
思
案

候
へ
ど
も
、
紛
わ
ぬ
親
を
如
何
様
に
御
恨
み
申
す
ベ
く
候

や
と
思
ひ
候
て
、
力
及
ば
ず
候
け
る
。
こ
の
御
擬
ひ
の

術
を
積
も
り
候
へ
ば
、
万
々
聞
こ
へ
た
る
儀
に
候
間
、

誠
に
〳
〵
稚
き
者
を
害
し
候
事
、

（
マ
ゝ
）

一
代
に
な
き
け
い
く
ハ
い
、
推
も
じ
候
ベ
く
候
。
さ
り
な
が
ら

彼
の
者
な
が
ら
へ
候
は
ゞ
、
今
を
さ
へ
大
人
や
く
を

御
さ
せ
候
ベ
く
候
、
御
擬
ひ
を
つ
く
〴
〵
積
も
り

候
へ
ば
、
又
、
末
に
は
弓
箭
に
な
る
品
も
目
の
前

に
て
候
間
、
左
様
に
候
て
も
身
一
人
果
て
候
事
は
、
惣

別
人
の
大
切
、
一
度
は
限
り
あ
る
事
な
れ
ば

苦
し
か
ら
ず
候
に
、
洞
の
乱
れ
を
出
だ
し
、
形
の

ご
と
く
の
静
か
な
る
洞
を
又
々
珊
瑚
斑
に

候
ベ
く
候
事
、
洞
の
者
ど
も
の
苦
労
・
難
儀
を

積
も
り
候
て
の
事
に
て
候
。
こ
の
上
は
、
如
何
様
に
も

御
東
御
一
命
恙
な
き
や
う
に
申
し
た
き
願
ひ

ま
で
に
候
。
ま
ず
〳
〵
、
あ
ら
ま
し
存
分
書
き
表

し
申
し
候
。
か
し
く
。

追
っ
て
、
斯
様
の
存
分
人
ご
と
に
は
語
ら
れ
ず
候
。
其
の
身
な
ど
に
は

聞
か
せ
候
。
さ
り
な
が
ら
、
口
説
き
広
め
て
よ
き
事
を
ば
、

世
間
へ
響
か
し
候
て
く
れ
候
ベ
く
候
。
か
し
く
。

　

い（
石
文
字
）

わ
も
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

之

※
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
の
毒
殺
未
遂
事
件
の
直
後
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
手
紙
。
仮

名
書
の
手
紙
で
あ
る
が
、読
み
易
い
よ
う
に
漢
字
・
仮
名
交
じ
り
に
改
め
て
掲
載
し
た
。
宛
名
の
「
い

わ
も
じ
（
石
文
字
）」
は
鬼
庭
石
見
守
綱
元
の
「
石
見
」
の
略
。「
之
」
は
政
宗
の
こ
と
。
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保
春
院
殿
四
百
年
遠
忌
に
よ
せ
て

保
春
院
住
職
　
三
浦
真
人

　

こ
の
度
、
歴

史
館
だ
よ
り
に

寄
稿
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
保

春
院
住
職
の
三

浦
真
人
と
申
し
ま
す
。
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
保
春
院
と
は
仙
台
市
若
林
区
保
春

院
前
丁
に
所
在
す
る
臨
済
宗
の
お
寺
で
、「
少

林
山　

保
春
院
（
し
ょ
う
り
ん
ざ
ん　

ほ

し
ゅ
ん
い
ん
）」
と
い
い
ま
す
。
名
称
は
義

光
公
の
妹
で
あ
る
義
姫
さ
ま
の
院
号
「
保
春

院
殿
花
窓
久
栄
尼
大
姉
」
に
由
来
し
て
お
り
、

義
姫
さ
ま
の
菩
提
寺
に
な
り
ま
す
。
少
林
山

と
は
、「
少
」
に
は
「
少
＝
若
い
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
現
在
の
宮
城
刑
務
所
に
は
政

宗
公
が
居
住
し
て
い
た
少
林
城
（
今
は
若
林

城
と
記
載
）
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
近
く
に

あ
る
お
寺
な
の
で
少
林
山
の
山
号
が
あ
る
よ

う
で
す
。
伊
達
家
の
記
録
に
よ
る
と
政
宗
公

が
一
六
二
八
年
に
建
立
を
指
示
し
、
一
六
三

六
年
に
完
成
を
見
に
来
た
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
義
姫
さ
ま
の
菩
提
寺
で
は
あ
り
ま
す

が
、墓
所
は
覚
範
寺
（
仙
台
市
青
葉
区
北
山
）

に
所
在
し
て
お
り
、
知
ら
ず
に
保
春
院
に
訪

ね
て
こ
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
墓
所
が

無
い
理
由
は
一
六
二
三
年
に
逝
去
さ
れ
た
と

き
に
保
春
院
が
ま
だ
無
か
っ
た
こ
と
と
、
覚

範
寺
は
夫
で
あ

る
輝
宗
公
の
菩

提
寺
で
あ
り
葬

儀
を
行
っ
た
お

寺
だ
か
ら
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
義
姫
さ

ま
の
四
〇
〇
年

忌
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
菩
提
寺
が
す
べ
き
こ
と
を
熟
考
し

た
結
果
、
ご
遺
徳
を
偲
び
後
世
へ
と
伝
え
る

こ
と
が
住
職
と
し
て
の
役
目
で
あ
り
、
参
拝

者
が
手
を
合
わ
せ
る
た
め
の
ご
尊
像
が
あ
る

と
伝
わ
り
や
す
い
と
な
り
製
作
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
初
は
昨
年
の
遠
忌
法
要
に

合
わ
せ
て
ご
尊
像
の
開
眼
法
要
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
製
作
す
る
際
に
参
考
に
な
る

肖
像
画
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
コ
ロ

ナ
禍
に
な
り
打
合
せ
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
年
の
没
後
四
〇
〇
年
に
合
わ
せ

開
眼
法
要
を
す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。

開
眼
法
要
を
一
年
近
く
延
ば
す
こ
と
で
、
そ

の
間
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
鑿
入
れ
式

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
義
姫
さ
ま

の
歴
史
を
調
査

す
る
過
程
で
最

上
義
光
歴
史
館

さ
ま
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
折
角

な
の
で
義
姫
さ

ま
が
長
く
過
ご

さ
れ
た
山
形
市

で
も
鑿
入
れ
を

開
催
で
き
な
い
か
と
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
は
、
多
く
の
方
に
ご
縁
を
結
ん
で
い

た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
遠
忌
法
要
で
す
が
、
例
年
は
義
姫

さ
ま
の
命
日
で
あ
る
七
月
十
六
日
に
墓
所
の

あ
る
覚
範
寺
を
会
場
に
法
要
と
墓
参
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
遠
忌
法
要
は
保
春

院
を
会
場
に
特
別
な
対
応
で
執
り
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
丁
度
感
染
者
数
が
落
ち
着
い
て
い

た
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
に
、
規
模
を
縮
小

す
る
こ
と
な
く

ご
案
内
す
る
こ

と
が
で
き
多
く

の
方
々
に
ご
参

列
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当

日
は
県
内
で
大

雨
の
被
害
が
あ

り
予
定
し
て
い

た
記
念
講
演
は

延
期
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
裏
千
家
業
躰
の
先
生
に
よ
る
献
茶
や
伊

達
武
将
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る
献
舞
と
と
も
に
、

関
係
寺
院
と
法
要
を
無
事
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
統
計
に
よ
る
と
日
本
に
は

様
々
な
宗
派
の
お
寺
が
コ
ン
ビ
ニ
以
上
に
存

在
し
て
い
ま
す
が
、
一
個
人
の
供
養
を
す
る

為
に
建
て
ら
れ
た
お
寺
は
少
数
に
な
り
ま
す
。

保
春
院
も
、
義
姫
さ
ま
の
た
め
に
建
て
ら
れ

て
い
る
の
で
そ
の
少
数
派
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
お
寺
の
住
職
と
し
て
、
創
建
の

由
来
に
な
っ
た
方
に
面
識
や
血
縁
は
無
く
と

も
そ
の
方
が
存
在
し
な
け
れ
ば
今
の
お
寺
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
と

と
も
に
そ
の
時
代
の
檀
信
徒
と
と
も
に
供
養

を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
四
〇
〇
年
遠

忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
多
く
の
方
々
と
と
も

に
法
要
の
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
そ

の
時
代
に
住
職
を
預
か
っ
た
巡
り
合
わ
せ
の

ご
縁
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
身

が
引
き
締
ま
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
令
和

五
年
十
月
に
は
ご
尊
像
の
開
眼
法
要
を
行
う

予
定
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
〇
年
を
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
義
姫
さ
ま
の
ご

遺
徳
を
後
世
へ
伝
え
る
環
境
を
整
え
続
け
る

こ
と
が
保
春
院
住
職
の
使
命
で
あ
り
、
次
代

の
住
職
に
も
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
開
眼
法
要
以
降
は
普
段
か
ら
お

参
り
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

仙
台
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
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最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

題字　齋藤蕉石

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
研
修
再
開

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
奮
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
四
年
の
昨
年
は
、
そ
れ
ま
で
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

少
し
ず
つ
実
施
の
方
向
へ
と
見
直
さ
れ
て
き

た
年
で
し
た
。

　

最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
も

同
様
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
『
義
光
会
』

メ
ン
バ
ー
の
企
画
に
よ
る
研
修
が
再
開
さ
れ
、

充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
六
十
里
越
街
道
と
出
羽
三
山
詣
り
」「
本
沢

地
区
の
歴
史
と
寺
院
巡
り
」「
山
寺
立
石
寺

と
最
上
氏
に
つ
い
て
」
で
す
。
古
く
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
が
信
仰
と
結
び
つ
き
、
そ
れ

を
大
切
に
祀
り
守
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

や
発
展
に
つ
な
げ
て
き
た
こ
と
、
宿
坊
や
店

が
大
い
に
賑
わ
っ
た
こ
と
、
遠
く
離
れ
た
土

地
の
文
化
や
情
報
が
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
等

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
え
て
き

た
人
々
の
逞
し
さ
や
風
土
を
考
え
る
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
本
沢
地
区
で
は
最

上
軍
の
戦
い
の
場
に
足
を
運
び
、
陣
の
配
置

や
周
辺
の
環
境
を
確
認
し
な
が
ら
探
索
し
ま

し
た
。
土
地
の
高
低
差
や
水
源
地
な
ど
の
地

理
条
件
の
情
報
収
集
、
そ
し
て
そ
の
活
用
が

合
理
性
に
基
づ
い
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
壮
絶
な
戦
い
の
後
に
は
農
民
た

ち
が
墓
を
つ
く
り
死
者
を
弔
っ
た
こ
と
で
史

跡
と
し
て
残
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

立
石
寺
で
は
不
滅
の
法
灯
に
、
清
源
寺
で
は

歴
史
館
の
創
設
に
深
く
関
わ
っ
た
片
桐
繁
雄

先
生
と
江
戸
初
期
に
長
谷
堂
城
主
と
な
っ
た

坂
紀
伊
守
の
墓
に
花
を
手
向
け
、
手
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の

活
動
に
当

た
っ
て
は
、

住
職
の
皆
様

や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
外

部
へ
協
力
依

頼
を
し
ま
し

た
。
加
え
て

義
光
会
の
仲

間
か
ら
も
講

師
を
引
き
受

け
て
も
ら
い

実
施
し
ま
し

た
。
担
当
し

て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
の
地

道
な
探
求
に

よ
る
豊
富
な
知
識
の
蓄
積
、
細
や
か
で
分
か

り
や
す
い
資
料
の
提
示
、
そ
の
発
信
力
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
様
な
発
信
を
！

　

歴
史
館
の
研
修
の
再
開
の
み
な
ら
ず
、
山

形
市
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
、
義
光
会

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
山
形

ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
」・「
山
形
街
な
か
賑
わ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
で
は
ラ
ン
ナ
ー
を
霞
城
公
園
の

北
不
明
門
で
迎
え
て
応
援
し
ま
し
た
。
そ
の

際
戦
国
武
将
の
衣
装
を
着
用
す
る
の
で
す
が
、

兜
と
鎧
に
は
用
途
に
合
わ
せ
多
く
の
部
品
が

あ
り
、
着
付
け
は
複
雑
で
し
た
。
紐
で
結
ぶ

に
も
順
序
や
力
の
加
減
な
ど
知
識
が
必
要
で

す
。
甲
冑
を
身
に
ま
と
う
武
将
の
凛
々
し
い

姿
・
安
全
の
陰
に
は
、
着
脱
の
際
の
手
助
け

が
不
可
欠
な
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
大
河

ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
が
一
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
徳
川
家
康
が
着
用
し
た
金

蛇
美
具
足
が
さ
っ
そ
く
出
て
き
ま
し
た
。
役

者
さ
ん
も
一
度
着
用
す
る
と
自
由
が
き
か
な

い
こ
と
、
汗
だ
く
も
覚
悟
の
演
技
な
の
だ
と

察
し
ま
す
。

　

歴
史
館
に
は
最
上
義
光
が
織
田
信
長
か
ら

頂
い
た
兜
が
大
切
に
公
開
し
て
あ
り
ま
す
が
、

重
さ
が
約
三
キ
ロ
で
す
。
鎧
も
戦
国
武
将
の

活
躍
し
た
当
時
は
二
十
キ
ロ
ほ
ど
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
歴
史
館
で
は
令
和
五
年
の

企
画
展
示
に
兜
や
鎧
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

型
式
や
素
材
が
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い

く
こ
と
を
来
館
し
て
確
か
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で

は
久
々
の
歩

行
者
天
国
と

な
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん

が
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。

　

ク
イ
ズ
の

ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
手

渡
す
際
に
、

「
七
日
町
の

通
り
を
作
っ

た
殿
様
が
最

上
義
光
公
で

す
。
四
百
年
前
か
ら
こ
の
通
り
が
残
っ
て
い

る
の
で
す
。」
な
ど
と
業
績
を
伝
え
る
と
、

感
心
し
た
り
驚
い
た
り
と
反
応
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
ン
ト
内
の
パ
ネ
ル
の
展
示
物
に

興
味
を
示
し
、
歴
史
館
へ
の
来
訪
を
約
束
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
情
報
発
信
に
有
用
な
体

験
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
と
い
う
想
定
外
の
状
況
か
ら
令
和

五
年
度
は
一
変
し
て
通
常
の
活
動
へ
と
戻
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
来

館
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
発
信
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。�

（
小
山
田
奈
穂
子
）



　
「
茶
人
に
あ
ら
ず
ん
ば
戦
国
武
将
に
あ
ら

ず
」。
こ
れ
は
拙
者
架
蔵
書
の
帯
に
あ
る
宣
伝

文
句
だ
。
随
分
と
大
仰
な
物
言
い
だ
が
、
当
時

の
状
況
か
ら
す
れ
ば
概
ね
首
肯
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、〝
天
下
人
〟
信
長
・
秀
吉
・
家
康
・
秀

忠
に
よ
る
「
御お

ん

茶ち
ゃ

湯の
ゆ

御ご

政せ
い

道ど
う

」「
数す

奇き

屋や

御お

成な
り

」

な
ど
の
施
策
に
よ
り
、
多
く
の
武
将
が
深
浅
あ

れ
ど
茶
の
湯
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
事
実
、
彼
ら
の
多
く
が
天
下
一
宗

匠
の
千
利
休
や
古
田
織
部
の
門
を
叩
い
て
い
る
。

　

周
知
の
如
く
屈
指
の
連
歌
巧
者
で
あ
っ
た
義

光
。
そ
の
子
家
親
は
家
康
・
秀
忠
の
側
近
だ
っ

た
。
よ
っ
て
、
茶
の
湯
の
場
合
も
史
料
僅
少
と

言
え
ど
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
と
思
料
す
る
。

以
下
、
標
記
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
だ
が
愚
考

を
述
べ
て
み
た
い
。

　

先
ず
は
、
山
形
城
三
の
丸
跡
双
葉
町
・
城
南

町
遺
跡
の
出
土
品
に
注
目
。
黒く

ろ

織お
り

部べ

市い
ち

松ま
つ

文も
ん

沓く
つ

形が
た

茶ち
ゃ

碗わ
ん

・
白し

ろ

天て
ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

・
志し

野の

茶ち
ゃ

碗わ
ん

な
ど
が
出

土
し
て
い
る
。
拙
者
は
茶
道
執
心
者
と
し
て
か

つ
て
そ
れ
ら
の
品
々
を
興
味
深
く
実
査
し
た

が
、
個
々
の
作
風
や
関
連
事
項
な
ど
に
つ
い
て

は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
。
た
だ
、
少
な
く

と
も
当
時
の
最
上
家
臣
に
茶
の
湯
を
嗜
む
武
人

が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
家
親
所
蔵
の
茶
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
家
親
死
去
、
同
五
年
源

五
郎
家
信
が
家
督
相
続
。
そ
の
時
に
、
父
家
親

の
遺
物
と
し
て
「
唐か

ら

肩か
た

衝つ
き

」
茶
入
を
幕
府
に
献

上
し
て
い
る
（『
最
上
家
譜
』『
同
家
伝
覚
書
』）。

こ
れ
は
中
国
か
ら
の
舶
載
の
焼
物
で
、
わ
が
国

で
は
唐
物
と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
た
。
肩
衝
と
は

茶
入
の
形
容
で
あ
る
。

　

後
に
「
最も

上が
み

肩か
た

衝つ
き

」
と
銘
さ
れ
た
本
品
は
、

名
物
と
し
て
下
賜
・
献
上
な
ど
を
繰
返
し
流
転

を
重
ね
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
存
否

不
明
。
妄
想
だ
が
別
銘
で
存
在
か
？

　

ち
な
み
に
、「
天て

ん

下か

三さ
ん

肩か
た

衝つ
き

」
と
い
う
名
物

茶
器
が
あ
る
。「
初は

つ

花は
な

」「
楢な

ら

柴し
ば

」「
新に

っ

田た

」
と

銘
す
る
茶
入
で
、
そ
の
す
べ
て
が
権
力
者
の
秀

吉
か
ら
家
康
に
渡
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
名

物
茶
器
の
蒐
集
は
足
利
義
政
が
先
行
し
知
ら
れ

て
い
る
が
（
東ひ

が
し
や
ま山
御ぎ

ょ

物も
つ

）、
度
重
な
る
戦
乱
に

よ
っ
て
散
逸
し
た
茶
器
そ
の
他
を「
名
物
狩
り
」

を
し
て
再
蒐
集
し
、
茶
之
湯
政
道
に
利
用
し
た

の
が
織
田
信
長
で
あ
る
。
そ
の
政
治
手
法
を
引

き
継
い
だ
の
が
秀
吉
で
あ
り
、
ま
た
家
康
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
名
物
茶
器
を
使
っ
て
事
あ
る

ご
と
に
茶
会
を
催
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
大
名
家
を
は
じ
め
武
家
・
公
家
・
豪
商
な

ど
の
名
家
の
間
に
茶
の
湯
が
盛
行
し
た
。
茶
の

湯
は
当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル

の
最
た
る
文
化
芸
道
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
類
推
す
る
と
、
冒
頭
に

述
べ
た
よ
う
に
最
上
家
に
お
い
て
も
社
交
的
教

養
の
域
を
出
な
い
に
せ
よ
茶
の
湯
に
は
無
関
心

で
い
ら
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
さ
ら
に
言

う
と
、
義
光
の
連
歌
に
お
け
る
連
衆
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
茶
の
湯
を
嗜
む

人
物
が
確
か
に
い
る
。
例
え
ば
、
連
歌
の
師
里さ

と

村む
ら

紹じ
ょ
う
は巴
は
堺
の
豪
商
で
信
長
・
秀
吉
の
茶さ

頭ど
う

だ
っ
た
津つ

田だ

宗そ
う
ぎ
ゅ
う及
と
親
交
が
あ
っ
た
し
、
細ほ

そ

川か
わ

幽ゆ
う

斎さ
い

（
玄げ

ん

旨し

）
や
大だ

い

納な

言ご
ん

日ひ

野の

輝て
る

資す
け

、
そ
れ
に

豊
臣
の
五
奉
行
前ま

え

田だ

玄げ
ん

以い

や
黒く

ろ

田だ

如じ
ょ

水す
い

な
ど
で

あ
る
。
堺
の
豪
商
灰は

い

屋や

承じ
ょ
う
ゆ
う由
も
茶
人
だ
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
き
て
残
念
だ
が
今
回
の
紙
面

は
間
も
な
く
尽
き
る
よ
う
で
あ
る
。
秀
吉
・
家

康
と
義
光
と
の
茶
の
湯
を
め
ぐ
る
直
接
史
料
は

今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、
演
繹
的

に
考
え
れ
ば
蓋
然
性
は
け
っ
こ
う
高
い
と
見
ら

れ
る
。
彼
ら
天
下
人
の
義
光
に
対
す
る
茶
室
で

の
〝
お
も
て
な
し
〟
が
き
っ
と
あ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
永
年
茶
の
道
を
歩
ん
で

き
た
拙
者
の
肌
感
覚
と
で
も
言
っ
て
お
こ
う
。

令
和
５
年
度
事
業

１
．
展
示
事
業

⑴ 

常
設
展
示

　

�

当
館
の
収
蔵
品
を
主
に
、
最
上
家
関
係
資
料
と

山
形
城
関
係
資
料
等
か
ら
選
定
し
た
も
の
を
常

設
展
示
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
３
テ
ー
マ

で
特
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

①
特
設
展
示　

第
一
部

　
　
　
「
鐵
［kurogane

］
の
美2023

」

�

（
４
月
５
日

－

７
月
30
日
）

　

②
特
設
展
示　

第
二
部

　
　
　
「
武
士
の
晴
れ
姿
」
～
甲
冑
と
戦
の
様
相
～

�

（
８
月
２
日

－

11
月
26
日
）

　

③
特
設
展
示　

第
三
部

　
　
　
「（
仮
称
）
山
形
城
下
絵
図
展
」

�

（
11
月
29
日

－

３
月
）

２
．
普
及
啓
発
事
業

⑴ 

歴
史
講
座

　

①
こ
ど
も
講
座
（
小
学
校
出
張
講
座
）

　
　

�

山
形
市
内
の
小
学
校
に
出
向
い
て
最
上
義
光

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、
郷
土
史
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
、
愛
郷
心
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

⑵ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
わ
る
事
業

　

�

最
上
義
光
と
最
上
家
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
つ
い

て
歴
史
館
と
と
も
に
活
動
す
る
市
民
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
歴
史
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
、
来
館
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る

と
と
も
に
、
歴
史
館
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
創
出
し
ま
す
。（
年
１
回
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
）

　

・「
義
光
塾
」

　

・「
現
地
研
修
会
」

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
最
上
義
光
歴
史
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

　

大
悲
願
寺
本
堂
（
東
京
都
あ
き
る
野
市
横
沢
）

　

こ
の
た
び
、
最
上
義
光
の
妹
で
伊
達
政
宗
の
実
母
で
あ
る
保
春
院
（
お
東

の
方
／
一
五
四
八
～
一
六
二
三
）
の
四
〇
〇
年
忌
（
没
後
三
三
九
年
）
を
記

念
し
て
、
二
四
年
ぶ
り
に
「
伊
達
政
宗
毒
殺
未
遂
事
件
の
真
相
」
に
つ
い
て

佐
藤
先
生
に
続
編
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
す
で
に
平
成
二
九
年
に
『
市
史
せ
ん
だ
いVol.27

』
で
ご
研
究
の

成
果
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
山
形
市
民
の
要
望
に
よ
り
続
編
と

い
う
か
た
ち
で
お
願
い
し
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
悲
願
寺
は
あ
き
る
野
市
横
沢
（
旧
五
日
市
町
）
に
あ
る
真
言
宗
の
古
刹

で
す
。
こ
こ
の
十
五
代
住
職
秀
雄
は
、
寺
の
記
録
に
よ
る
と
「
伊
達
輝
宗
の

二
男
で
、
伊
達
政
宗
の
弟
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寺
に
は
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
八
月
二
十
一
日
大
悲
願
寺
に
宛
て
た
政
宗
の
手
紙
も
あ
り
ま
す

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。
秀
雄
が
政
宗
の
弟
小
次
郎
で
は
な
い
か
、
と
す
る
の
が

佐
藤
先
生
の
見
解
で
す
。

来
館
案
内
図

豊烈神社

令
和
５
年
３
月
発
行

編
集
・
発
行　
公
益
財
団
法
人
山
形
市
文
化
振
興
事
業
団

　
　
　
　

 　

最
上
義
光
歴
史
館
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９
９
０

－

０
０
４
６

　
　
　
　

 　

山
形
市
大
手
町
１

－

53

　
　
　
　

 　

緯
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
１

　
　
　
　

 　

思
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
２

　
　
　
　

 　

http://m
ogam

iyoshiaki.jp

　

 

印　

刷　

株
式
会
社
大
風
印
刷

研
究
余
滴
㉒

 
最
上
家
の
茶
の
湯

渋
谷
洛
雲
斎

ご
利
用
に
つ
い
て

開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

入
館
料　
無　

料

休
館
日　
月
曜
日（
国
民
の
祝
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　
　
　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

交　
　
通　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

　
　
　
　
　

大
手
町
バ
ス
停
留
所
よ
り
徒
歩
１
分


